
タノミマスターデモ画面に関する利用規約 

 

このタノミマスターデモ画面に関する利用規約（以下、「本規約」といいます。）は、日本

瓦斯株式会社（以下、「当社」といいます。）がウェブサイト上で提供するサービス「タノ

ミマスター」（以下、「本サービス」といいます。）の発注機能を有しない画面（以下、「デ

モ画面」といいます。）に関する利用条件を定めるものです。本サービスのデモ画面をご利

用されるユーザーの皆さま（以下、「ユーザー」といいます。）には、本規約にご同意いた

だき、本規約に従って、本サービスのデモ画面をご利用いただきます。 

 

第 1 条（適用） 

１．本規約は、ユーザーと当社との間の本サービスの利用に関わる一切の事項に適用され

るものとします。 

２．当社は、本サービスのデモ画面の利用に関し、本規約のほか、利用にあたってのルー

ル等、各種の定め（以下、「個別規定」といいます。）をすることがあります。これら

個別規定はその名称のいかんに関わらず、本規約の一部として本サービスの利用に適

用されるものとします。 

３．本規約の規定が前項の個別規定と矛盾する場合には、個別規定において特段の定めが

ない限り、個別規定が適用されるものとします。 

 

第 2 条（利用登録） 

１．本サービスのデモ画面を利用するためには、本サービスのデモ画面を利用するご自身

が本規約に同意の上、当社の定める方法によって利用登録を申請する必要があります。

当社がこの利用登録の申請を承認することによって、利用登録が完了するものとしま

す。なお、利用登録の申請後、30 日以内に当社からの連絡がなかった場合、利用登録

が完了したものとします。 

２．当社は、利用登録の申請者に以下の事由があると判断した場合、利用登録の申請を承

認しないまたは承認を撤回することがあり、その理由については一切の開示義務を負

わないものとします。 

・利用登録の申請に際して虚偽の事項を届け出た場合 

・本規約に違反したことがある者からの申請である場合 

・前各号に該当する恐れがあると当社が判断した場合 

・その他、当社が利用登録を相当でないと判断した場合 

 

第 3 条（ユーザーID およびパスワードの管理） 

１．ユーザーは、自己の責任において、本サービスおよびそのデモ画面のユーザーID およ

びパスワードを適切に管理するものとします。 

２．ユーザーは、いかなる場合にも、ユーザーID およびパスワードを第三者に譲渡または

貸与し、もしくは第三者と共用することはできません。当社は、ユーザーID とパスワ

ードの組み合わせが登録情報と一致してログインされた場合には、そのユーザーID を

登録しているユーザー自身による利用とみなします。 



３．ユーザーID およびパスワードが第三者によって使用されたことによって生じた損害は、

当社に故意又は重大な過失がある場合を除き、当社は一切の責任を負わないものとし

ます。 

 

第４条（禁止事項） 

１．ユーザーは、本サービスおよびそのデモ画面の利用にあたり、以下の行為をしてはな

りません。 

・法令または公序良俗に違反する行為 

・犯罪行為に関連する行為 

・本サービスの内容等、本サービスに含まれる著作権、商標権ほか知的財産権を侵害す

る行為 

・当社、他のユーザー、またはその他第三者のサーバーまたはネットワークの機能を破

壊または妨害したりする行為 

・本サービスおよび本サービスを構成するデータを当該サービス目的を超えて利用する

行為 

・本サービスによって得られた情報を本サービス以外で商業的に利用する行為 

・当社のサービスの運営を妨害するおそれのある行為 

・不正アクセスをし、またはこれを試みる行為 

・他のユーザーに関する個人情報等を収集または蓄積する行為 

・不正な目的を持って本サービスを利用する行為 

・他のユーザーに成りすます行為 

・当社が許諾しない本サービス上での宣伝、広告、勧誘、または営業行為 

・当社のサービスに関連して、反社会的勢力に対して直接または間接に利益を供与する

行為 

・本サービスその他当社のプログラムの全部または一部につき、複製、改変、翻案、解

析、リバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイル等を行う行為 

・その他、当社が不適切と判断する行為 

２．当社は、ユーザーによる前項の禁止行為を確認した場合、それらの行為を差し止める

権利およびそれらの行為によってユーザーが得た利益相当額を請求する権利を有しま

す。 

 

第５条（本サービスの提供の停止等） 

１．当社は、以下のいずれかの事由があると判断した場合、ユーザーに事前に通知するこ

となく本サービスおよびそのデモ画面の全部または一部の提供を停止または中断する

ことができるものとします。 

・本サービスにかかるコンピュータシステムの保守点検または更新を行う場合 

・地震、落雷、火災、停電または天災などの不可抗力により、本サービスの提供が

困難となった場合 

・コンピュータまたは通信回線等が事故により停止した場合 

・その他、当社が本サービスの提供が困難と判断した場合 



２．当社は、本サービスおよびそのデモ画面の提供の停止または中断により、ユーザーま

たは第三者が被ったいかなる不利益または損害についても、一切の責任を負わないも

のとします。 

 

第６条（利用制限および登録抹消） 

１．当社は、ユーザーが以下のいずれかに該当する場合には、事前の通知なく、ユーザー

に対して、本サービスの全部もしくは一部の利用を制限し、またはユーザーとしての

登録を抹消することができるものとします。 

・本規約のいずれかの条項に違反した場合 

・登録事項に虚偽の事実があることが判明した場合 

・当社からの連絡に対し、一定期間返答がない場合 

・本サービスについて、最終の利用から一定期間利用がない場合 

・本サービスの利用を継続し難い重大な事由が生じた場合 

・その他、当社が本サービスの利用を適当でないと判断した場合 

２．当社は、本条に基づき当社が行った行為によりユーザーに生じた損害について、一切

の責任を負いません。 

 

第７条（退会） 

ユーザーは、当社の定める退会手続により、本サービスから退会できるものとします。 

 

第８条（保証の否認および免責事項） 

１．当社は、本サービスに事実上または法律上の瑕疵（安全性、信頼性、正確性、完全性、

有効性、特定の目的への適合性、セキュリティなどに関する欠陥、エラーやバグ、権

利侵害などを含みます。）がないことを明示的にも黙示的にも保証しておりません。 

２．当社は、本サービスに起因してユーザーに生じたあらゆる損害について一切の責任を

負いません。 

３．当社は、本サービスに関して、ユーザーと他のユーザーまたは第三者との間において

生じた取引、連絡または紛争等について一切の責任を負いません。 

４．当社は、コンピューターウィルスに起因して発生した損害について一切の責任を負い

ません。 

 

第 9 条（サービス内容の変更等） 

当社は、ユーザーに通知することなく、本サービスの内容を変更または本サービスの提供

を中止することができるものとし、これによってユーザーに生じた損害について一切の責

任を負いません。 

 

第 10 条（利用規約の変更） 

１．当社は、法令の改廃、経済状況の変動その他の事由に基づき当社が必要と判断した場

合には、民法 548 条の 4 に定める定型約款変更の規定により本規約を変更するものと

します。変更後に利用者が本サービスおよびそのデモ画面を利用した場合、利用者は

当該変更に合意し、承諾したものとみなします。 



２．前項の規定に基づき当社が本規約を変更する場合、当社は、あらかじめ本規約を変更

する旨および変更後の本規約の内容並びに変更の効力発生時期を、当社指定のウェブ

サイトに掲載する方法その他当社が適当と判断する方法により周知します。 

 

第 11 条（秘密保持義務） 

１．本条において秘密情報とは当社がユーザーに対して開示する画面のユーザーインター

フェース、資料、データ、図面、製品及び試作品等の一切の情報並びに当社のガス事

業に関わる一切の情報をいいます。ただし、次の各号のいずれかに該当する情報につ

いては秘密情報から除外するものとします。 

① 当社から開示を受けた際、既にユーザー自ら保有していたことが証明できるも

の。 

② 当社から開示を受けた際、既に公知又は公用であったことが証明できるもの。 

③ 当社から開示を受けた後に、ユーザーの責によらないで公知又は公用となった

ことが証明できるもの。 

④ 正当な権限を有する第三者から秘密保持の義務を伴わずに入手したことが証明

できるもの。 

⑤ 開示者から開示された秘密情報を使用することなくユーザーが開発、創造した

ことが証明できるもの。 

２．ユーザーは、当社から開示された秘密情報を秘密に保持し、本目的を達成するために

当該秘密情報を知る必要のある自己の役員及び従業員にのみ取り扱わせるものとし、

当社の事前の書面による承諾なく、第三者に開示し、又は漏洩することはできません。

ユーザーが、当社の書面による承諾を取得し、秘密情報を第三者に開示しようとする

場合、ユーザーは開示に当たって第三者に対して自己が負う義務と同等以上の守秘義

務を課すものとし、且つ第三者による守秘義務違反は、ユーザーの義務違反とみなさ

れるものとします。 

３．ユーザーは、前項にかかわらず、法令上の秘密保持義務を負う弁護士、公認会計士等

に対しては、当社の事前の承諾なく、合理的に必要な範囲で秘密情報を開示すること

ができるものとします。 

４．第１項にかかわらず、ユーザーは裁判所の判決若しくは命令、又は法令に基づく行政

機関からの命令若しくは処分によって秘密情報の開示の要請を受けた場合、当社に対

し、開示要請を受けた旨及びその内容を速やかに通知した上で、開示の範囲を最小限

にとどめることを条件として開示することができます。 

５．ユーザーは、当社から開示された秘密情報を、本目的のために必要不可欠な範囲を超

えて、複製又は複写できません。ユーザーは、複製又は複写した秘密情報も秘密情報

として取り扱うこととします。 

 

第 12 条（損害賠償） 

ユーザーは、本規約に違反した行為を行い、当社または第三者が損害を被った場合に当社

が被った一切の損害を賠償するものとします。 

 

第 13 条（通知または連絡） 



ユーザーと当社との間の通知または連絡は、当社の定める方法によって行うものとします。

当社は、ユーザーから、当社が別途定める方式に従った変更の届け出がない限り、現在登

録されている連絡先が有効なものとみなして当該連絡先へ通知または連絡を行い、これら

は、発信時にユーザーへ到達したものとみなします。 

 

第 14 条（権利義務の譲渡の禁止） 

ユーザーは、当社の書面による事前の承諾なく、本サービス利用上の地位または本規約に

基づく権利もしくは義務を第三者に譲渡し、または担保に供することはできません。 

 

第 15 条（準拠法・裁判管轄） 

本規約の解釈にあたっては、日本法を準拠法とします。 

本サービスおよびそのデモ画面に関して紛争が生じた場合には、東京地方裁判所を第一審

の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

第 16 条（附則） 

１．ユーザーは、本サービスのデモ画面では、商品の注文を受ける事業者に対して商品の

注文を行えません。 

２．本規約の効力は、ユーザーが別途当社の定める「タノミマスター利用規約」に同意し

たとき、失効します。 

 

以 上 

 

                           ２０２３年０３月１８日制定 

 


